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素敵なパートナーになるために

写真提供二神戸市

いつ起こっても不思議ではない東海地方を震源とした大規模地震。

ニュースや情報番組で、その規模や影響に関することが取り上げられ

ることも多くなりました。あなたのご家庭では、地震に対する備えは

万全ですか？

今回の「い－ぶん」では、阪神・淡路大震災と東日本大震災で実

際に被災者が感じたことを、特に女性の視点から取り上げています。

避難所での生活に備えて、みんなが少しでも快適に過ごせる方法を

考えてみましょう。
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市では、来年度に第3次一宮市男女共同参画計画を策定するため、無作為に選出した3，000名を対象に

市民アンケートを実施しました。今回は、アンケート結果の一部をご紹介します。

Qr夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方

A平成25年に実施した調査と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について、
「賛成（※1）」の割合は38．2％と10．5ポイント減少し、また、「反対（※2）」の割合は44．1％と6．3ポイント増加し

ており、この5年間で市民の皆さんの意識に変化がうかがえます。

※1「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計

※2「反対」と「どちらかといえば反対」の合計

0％　　　20％　　　40％　　　60％　　　80％　　100％　「男だから」「女だから」と「性別」に

平成30年
一宮市調査

回答者数1，232人

、平成25年
一宮市調査

回答者数1，050人

く凡例〉－賛成［：：コどちらかといえば賛成　⊂コギちらかといえば反対
※構成比は小数点以下第2位を四捨五入するため、合計が100％にならないことがあります。

よって職業や活躍の場が制限されるこ

とは、「人ひとりの個性や能力を発揮

する機会を奪うことにもつながります。

「自分らしさ」を大切にして、性別に

関係なく、望む生き方を選択できる、

そんな社会を築いていきましょう。

⊂＝］反対　⊂コわからない・無回答

『い－ぶん』は『男女共同参画』に関する様々な情報や話題を皆さんに提供する情報紙です。 

『い－ぶん』という名称には、男女の平等『EVEN』とみんなの『言い分』という意味が込められています。 　　　　′ 
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＊政策課のウェブサイトでは、『い－ぶん』のノ（ックナンバーがご覧いただけます。 

＊『い－ぶん』は市内公共施設で配布しています。配布場所については政策課にお問い合わせください。 

『い－ぶん』は再生紙を使用しています。


